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基準４ 学生の受け入れ 

（１）観点ごとの分析 

観点４－１－①： 教育の目的に沿って，求める学生像や入学者選抜（例えば，準学士課程入学者選抜，

編入学学生選抜，留学生選抜，専攻科入学者選抜等が考えられる）の基本方針など

が記載されたアドミッション・ポリシーが明確に定められ，学校の教職員に周知さ

れているか。また，将来の学生を含め社会に公表されているか。 

（観点に係る状況） 

 平成17年度に本校全体及び各学科の教育の目的に沿って入試委員会，運営委員会を経て教員会議に

てアドミッション・ポリシーを作成し，本校教職員には，教員会議で報告するとともに本校ホームペ

ージに記載することで周知している（資料４－１－①－１，資料４－１－①－２）。また対外的にも将

来の学生を含め社会に対してアドミッション・ポリシーを本校ホームページに記載することで周知し

ている。 

 また，アドミッション・ポリシーは入試委員会において年度ごとに精査・見直しすることができる

（資料４－１－①－３）。見直されたアドミッション・ポリシーは運営委員会を経て教員会議にて決定

される。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

  本校教職員には，教員会議で報告するとともに本校ホームページに記載することで周知している。

対外的にも将来の学生を含め社会に対してアドミッション・ポリシーを本校ホームページに記載する

ことで周知している 

 以上のことから，教育の目的に沿って，アドミッション・ポリシーが明確に定められ，学校の教職

員及び将来の学生を含め社会に公表されているといえる。 
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資料４－１－①－１ 

出典：運営委員会議事概要（平成 17年５月） 
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資料４－１－①－２ 

出典：本校ホームページ 
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資料４－１－①－３ 

出典：本校中期計画 
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観点４－２－①：アドミッション・ポリシーに沿って適切な学生の受入方法が採用されており，実際

の入学者選抜が適切に実施されているか。  

（観点に係る状況） 

本科１年生の入学者の選抜は，推薦選抜と学力選抜に分けられる。推薦入試では，本校推薦選抜の

基本方針に基づきアドミッション・ポリシーに沿って受験者の適性を厳正に審査している（資料４－

２－①－１）。一方学力選抜では，全国立高等専門学校で共通の問題（資料４－２－①－２）を使用し

て英語，国語，数学の3科目行われている。また，学力選抜でも推薦選抜と同様に面接が行われ，各

学科のアドミッション・ポリシーに沿って受験者の適性を厳正に審査している（資料４－２－①－３）。 

編入学及び専攻科学生の入学者選抜でも同様にアドミッション・ポリシーに沿って受験者の適性を

厳正に審査している（資料４－２－①－４，資料４－２－①－５）。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 本科生，編入学生及び専攻科生についていずれも面接試験を行うことにより，アドミッション・ポ

リシーに沿って受験者の適性を厳正に審査している。 

 以上のことから，アドミッション・ポリシーに沿って適切な学生の受入方法が採用されており，実

際の入学者選抜が適切に実施されているといえる。 
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資料４－２－①－１ 

 

出典：平成 18年度入学者選抜実施要項（推薦） 



弓削商船高等専門学校 基準４ 

 - 127 - 

資料４－２－①－２ 

出典：平成 17年度入学者選抜学力検査問題 
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資料４－２－①－３ 

 

出典：平成 18年度入学者選抜実施要項（学力） 



弓削商船高等専門学校 基準４ 

 - 129 - 

資料４－２－①－４ 

出典：平成 18年度編入学試験実施要
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資料４－２－①－５ 

出典：平成 18年度弓削商船高等専門学校専攻科学生募集要項 
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観点４－２－②： アドミッション・ポリシーに沿った学生の受入が実際に行われているかどうかを検

証しており，その結果を入学者選抜の改善に役立てているか。 

（観点に係る状況） 

 各学科において，アドミッション・ポリシーに沿った学生が入学しているかを検討し，さらに入試

委員会において検討している。平成16年度に推薦及び学力試験での入学者に対して，それぞれ成績に

対する追跡調査を実施した（資料４－２－②－１）。その結果から推薦での入学者に対しては，成業率

が学力試験入学者よりも高いことが明らかとなった。その結果を基に平成17年度入試委員会において

審議し，従来よりも推薦入学者を多くすることとした。これに伴いアドミッション・ポリシーに沿っ

た学生を入学させるために面接方法及び評価に関して改善を行った。平成18年度入試は，前年度より

面接評価を改善して行った（資料４－２－②－２）。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

推薦及び学力試験での入学者に対して，それぞれ成績に対する追跡調査を実施した。その結果を基

に入試委員会において審議し，従来よりも推薦入学者を多くすることとした。これに伴いアドミッシ

ョン・ポリシーに沿った学生を入学させるために面接方法及び評価に関して改善を行った 

 以上のことから，アドミッション・ポリシーに沿った学生の受入が実際に行われているかどうかを

検証しており，その結果を入学者選抜の改善に役立てているといえる。 
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資料４－２－②－１ 

出典：在校生追跡調査 
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出典：在校生追跡調査 
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資料４－２－②－２ 

 

 

出典：平成 18年度面接記録書 
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観点４－３－①：実入学者が，入学定員を大幅に超える，又は大幅に下回る状況になっていないか。

また，その場合には，これを改善するための取り組みが行われているなど，入学定

員と実入学数との関係の適正化が図られているか。  

（観点に係る状況） 

本校では，学力試験においては受験生の選択の幅を広くするため，県立高校の合格発表を待つ形式

で入学の手続きを行っている。このため入学試験の合格者は定員以上に出している。従って年により

入学定員と実入学者が異なるが，過去５年においては，学校全体の定員 120名に対し，多くても 128

名であり，定員に対する超過は 10%以下となっている。また，過去５年において定員以下となったこ

とはない（資料４－３－①－１，資料４－３－①－２）。 

 入学定員と実入学者の大幅な相異を避けるための方策として，入試委員会，専攻科委員会およびＰ

Ｒ委員会でより適正な実入学者の確保を目指し，毎年検討を重ねている。これら委員会の成果として，

これまで，推薦選抜において各学科とも実入学者の50%程度確保した（資料４－３－①－１）。他にも

受験生の在籍する中学校へ入学意思の聞き取り調査を実施し，過去のデータを使用して合格者数を算

出している。 

 また，専攻科海上輸送システム専攻においては，定員の２倍の学生を入学させているが，施設及び

教員も十分対応している。 

 さらに本校は商船学科という特異な学科から全国各地から入学者がおり（資料４－３－①－３），中

学校ＰＲにも力を入れている。中四国及び関西の中学校を中心に約270校を訪問している（資料４－

３－①－４）。他にも近隣中学校の進路説明会にも参加している（資料４－３－①－５）。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

入試委員会、ＰＲ委員会を中心に適正な実入学者の確保に関する検討を毎年行い、入学者数の適正

化を図っている。その結果、入学定員120名に対する超過は、過去５年間10％以下になっている。 

以上のことから，実入学者が入学定員を大幅に超える状況となっておらず，入学定員と実入学数と

の関係の適正化が図られているといえる。 
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資料４－３－①－１ 

資料４－３－①－２ 

出典：平成 17年度学校要覧 

出典：平成 14年度学校要覧 
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資料４－３－①－３ 

出典：平成 18年度学校要覧 
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資料４－３－①－４ 

出典：平成 16年度自己点検評価報告書 
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資料４－３－①－５ 

出典：平成 16年度第３回広報委員会資料 
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出典：平成 16年度第３回広報委員会資料 
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出典：平成 16年度第３回広報委員会資料 
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（２）優れた点及び改善を要する点 

 （優れた点） 

 過去５年においては，学校全体の定員120名に対し，多くても128名であり，定員に対する超過は

10%以下となっている。また，過去５年において定員以下となったことはない。 

 推薦選抜において商船学科及び電子機械工学科において実入学者の 50%程度確保し，よりアドミッ

ション・ポリシーに沿った学生を確保している。 

 

 （改善を要する点） 

 該当なし 

 

（３）基準４の自己評価の概要 

平成17年度に本校全体及び各学科の教育の目的に沿って入試委員会，運営委員会を経て教員会議に

てアドミッション・ポリシーを作成し，本校教職員には，教員会議で報告するとともに本校ホームペ

ージに記載することで周知している。本科１年生の入学者の選抜は，推薦選抜と学力選抜に分けられ

る。推薦入試では，本校推薦選抜の基本方針に基づきアドミッション・ポリシーに沿って受験者の適

性を厳正に審査している。一方学力選抜では，全国立高等専門学校で共通の問題を使用して英語，国

語，数学の３科目行われている。また，学力選抜でも推薦選抜と同様に面接が行われ，各学科のアド

ミッション・ポリシーに沿って受験者の適正を厳正に審査している。 

編入学及び専攻科学生の入学者選抜でも同様にアドミッション・ポリシーに沿って受験者の適正を

厳正に審査している。 

平成16年度に推薦及び学力試験での入学者に対して，それぞれ成績に対する追跡調査を実施した。

その結果から推薦での入学者に対しては，成業率が学力試験入学者よりも高いことが明らかとなった。

その結果を基に平成17年度入試委員会において審議し，従来よりも推薦入学者を多くすることとした。

これに伴いアドミッション・ポリシーに沿った学生を入学させるために面接方法及び評価に関して改

善を行った。 

本校では，受験生の選択の幅を広くするため，県立高校の合格発表を待つ形式で入学の手続きを行

っている。このため入学試験の合格者は定員以上に出している。従って年により入学定員と実入学者

が異なるが，過去５年においては，学校全体の定員120名に対し，多くても128名であり，定員に対

する超過は10%以下となっている。また，過去５年において定員以下となったことはない。 

 入学定員と実入学者の大幅な相異を避けるための方策として，入試委員会，専攻科委員会およびＰ

Ｒ委員会でより適正な実入学者の確保を目指し，毎年検討を重ねている。これら委員会の成果として，

これまで，推薦選抜において各学科とも実入学者の 50%程度確保した。他にも受験生の在籍する中学

校へ入学意思の聞き取り調査を実施し，過去のデータを使用して合格者数を算出している。 

また，専攻科海上輸送システム専攻においては，定員の２倍の学生を入学させているが，施設及び

教員も十分対応している。 

さらに本校は商船学科という特異な学科から全国各地から入学者がおり，中学校ＰＲにも力を入れ

ている。中四国及び関西の中学校を中心に約270校を訪問している。他にも近隣中学校の進路説明会

にも参加している。 


